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○ 家庭、地域、

小学校等と

の連携によ

る評価のあ

り方 

 

◎ 保育は、家庭、地域、小学校等と密接な関係を持っていることから、これらと連携し、その視点を活かした評価も

必要。一方、その際、それらの視点には、それぞれ限界があることに留意することが必要。 

 

◆ 保育は、家庭、地域、小学校等と密接な関係を持っていることから、これらと連携し、その視点を活かした評価も必

要ではないか。一方、その際、それらの視点には、それぞれ限界があることに留意する必要がある。 

○ 情報公表  

◎ 

◎ 

利用者のニーズに合った適切な選択に必要であるとともに、サービスの質の向上の観点からも、職員の保育経験や

職員配置、キャリア形成等の実施体制に関する一定の基本情報と、質の確保のための取組などのサービスの内容に

関する情報を提供するとともに、自己評価・第三者評価の結果の公表等と、行政による情報提供が適切に行われる

よう、制度的な位置付けを検討することが必要。 

◎ 

保護者が適切かつ円滑にサービスを選ぶために、公表すべき情報は何か。またどのような頻度・方法で公表が行わ

れるべきかについて検討することが必要。 

・ 

情報公表について検討するに当たっては、 

・ 

評価の公表について、分かりやすい形で、容易にアクセスできるよう工夫すべき 

評価・情報公表の仕組みは、利用者・事業者の意見を十分聞くことが必要 

等についても考慮することが必要。 

 

◆ 利用者のニーズに合った適切な選択に必要であるとともに、サービスの質の向上の観点からも、職員の保育経験や職

員配置、キャリア形成等の実施体制に関する一定の基本情報と、質の確保のための取組などのサービスの内容に関す

る情報を提供するとともに、自己評価・第三者評価の結果の公表等と、行政による情報提供が適切に行われるよう、

制度的な位置付けを検討することが必要ではないか。 

○ インターネットは一つの評価の結果を知る手段ではあるが、もう少し簡単に一目でわかるような形での評価の結果が

わかるような工夫はないのか。 
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○ 評価を公表していく仕掛けも、なるべくいろいろな人が容易にアクセスできるような形を組んでほしい。 

 

◆ 保護者が適切かつ円滑にサービスを選ぶために、公表すべき情報は何か。またどのような頻度・方法で公表が行われ

るべきか。 

○ 多様な保育サービスの質の向上のためには、各事業者が創意工夫をして多様なサービスを提供するとともに、その情

報公開を進め、利用者がよりよいサービスを適切に選択することが重要。しかしながら、「介護サービスの情報公表

制度」は事業者の費用負担、事務負担が大きい一方、利用者に十分活用されていないと聞いている。評価、情報公表

の仕組みは、利用者、事業者の意見を十分聞いて構築すべき。 

 


